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世界では女性の3人にひとりが人生のどこかで
身体的暴力、性的暴力を受けることがあると言われている。
“ジェンダーに基づく暴力（GBV）”の被害は深刻だ。
GBVをなくすにはジェンダーに基づく差別や不平等をなくし、
ジェンダー平等な社会を実現することが重要である。
JICAは女性たちが暴力被害に遭うことなく、
自分らしく生きることができる社会の実現に向けた支援を行っている。

笑顔で
ジェンダー特集

明日を生きる

●水彩画（p.04～21）  ：  art_of_sun/Shutterstock.com 

生物学的な性別（sex）ではなく、社会的・文化的な背景に
よってつくられる性別のこと。男性と女性の役割の違いに特
定の価値を与え、“男らしさ”“女らしさ”などの概念を形成する
と同時に、それぞれの行動や社会的な役割を固定化するこ
と。地域や時代によってもとらえ方は異なる。

ジェンダー（Gender）

社会的・文化的な背景によってつくられる性別に基づく
身体的、精神的、性的などのあらゆる暴力行為を指す。
女性が被害者になることが多いが、男性やLGBTを含む
すべての人を対象に使われる言葉。

ジェンダーに基づく暴力
（GBV＝Gender Based Violence）
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レ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
政
府
は

ト
イ
レ
の
設
置
と
、
人
々
が
ト
イ
レ
を

使
用
す
る
よ
う
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
の
、
そ
れ
と
同
時
に
、
汚

水
処
理
設
備
が
十
分
で
な
い
地
域
で
は

ト
イ
レ
の
汚
水
が
地
下
水
に
浸
み
込
ん

だ
り
、
大
雨
で
汚
物
が
あ
ふ
れ
出
る
と

い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

汚
水
処
理
で
き
る
ト
イ
レ
が

女
性
の
社
会
進
出
を
促
す

　
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、

J
I
C
A
の
協
力
の
も
と
に
「
大
成
工

業
」
が
提
案
す
る
環
境
配
慮
型
ト
イ
レ

だ
。
ト
イ
レ
か
ら
の
汚
水
を
敷
地
内
で

処
理
す
る
自
然
浄
化
式
汚
水
処
理
シ
ス

テ
ム
（
T
S
S:Taisei Soil System

）

を
用
い
て
い
る
。

「
T
S
S
と
は
日
本
古
来
の
農
業
設
備

で
あ
る
〝
肥
だ
め
〞
と
〝
畑
〞
の
働
き

を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
よ
う
な
も
の
で

す
。
自
然
発
酵
熱
を
使
っ
て
汚
水
の
殺

菌
を
行
い
な
が
ら
汚
泥
と
処
理
水
に
分

け
、
次
に
処
理
水
を
土
壌
の
濾
過
機
能

と
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
浄
化
す

る
仕
組
み
を
持
っ
て
い
ま
す
」
と
同
社

の
三
原
博
之
さ
ん
は
解
説
す
る
。

　
日
本
で
は
1
9
8
3
年
か
ら
公
園
や

山
岳
地
な
ど
の
ト
イ
レ
約
4
5
0
か
所

に
設
置
さ
れ
て
き
た
実
績
が
あ
り
、

2
0
1
4
年
に
は
環
境
省
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
南
太
平
洋
の
島
し
ょ
国
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
も
2
基
導
入
さ
れ
て

い
る
。

環境配慮型トイレで、
女性を守り、雇用を生む

家庭や公共施設にトイレの普及を進めるも、下水道設備の遅れがネックとなっているインド。
そこで、汚水を流さない環境配慮型トイレが注目されている。

野外排泄が多い同国において、女性が性的暴力に遭うリスクを減らすとともに、
新たな雇用を生む取り組みとしても期待されている。

「
維
持
管
理
は
ト
イ
レ
脇
の
土
壌
処
理

施
設
を
目
視
で
点
検
し
て
、
た
ま
に
土

を
耕
す
こ
と
と
、
貯
留
槽
の
水
位
に
異

常
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
ぐ
ら
い

で
す
。
埼
玉
県
の
秋
ヶ
瀬
公
園
に
設
置

し
た
も
の
は
、
17
〜
18
年
も
の
間
汲
み

取
り
作
業
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
稼
働

に
電
気
が
必
要
な
い
こ
と
も
特
長
で

す
」

　
現
在
、
イ
ン
ド
北
部
ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ

デ
シ
ュ
州
の
公
衆
ト
イ
レ
と
、
大
学
の

学
生
寮
で
T
S
S
の
設
置
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
今
年
4
月
か
ら
効
果
を
実

証
す
る
た
め
の
実
験
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
公
衆
ト
イ
レ
は
、
現
地
の
N
G
O
が

有
料
化
し
て
運
営
を
行
い
、
料
金
徴
収

や
清
掃
作
業
な
ど
の
維
持
・
管
理
に
女

性
を
雇
用
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

汚
水
処
理
が
整
っ
て
い
る
清
潔
な
ト
イ

レ
な
ら
労
働
環
境
も
よ
い
。
ま
た
、
女

性
利
用
者
に
と
っ
て
も
ト
イ
レ
に
同
性

の
管
理
者
が
い
る
こ
と
で
安
心
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
大
学

は
学
生
寮
の
汚
水
処
理
を
学
生
た
ち
の

衛
生
教
育
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

「
将
来
的
に
は
ト
イ
レ
を
管
理
す
る
女

性
た
ち
が
、
近
隣
に
住
む
住
民
に
対
し

て
衛
生
面
の
啓
発
活
動
な
ど
も
行
う
よ

う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

　
三
原
さ
ん
は
、
環
境
配
慮
型
ト
イ
レ

が
イ
ン
ド
の
生
活
環
境
の
向
上
の
み
な

ら
ず
、
女
性
が
自
立
す
る
手
助
け
に
な

る
こ
と
を
胸
に
描
い
て
活
動
を
続
け
て

い
る
。

世
界
最
多
の

野
外
排
泄
人
口

　
イ
ン
ド
は
今
で
も
、
人
口
の
約
半
数

が
野
原
や
や
ぶ
な
ど
野
外
で
排
泄
を
し

て
い
る
と
い
う
。
2
0
1
1
年
の
国

勢
調
査
に
よ
る
と
、
戸
別
ト
イ
レ
の
普

及
率
は
46
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
、
野
外
排

泄
人
口
は
5
・
9
億
人
と
世
界
最
多
で

あ
る
。〝
ト
イ
レ
は
不
浄
で
遠
ざ
け
る

も
の
〞
と
い
う
古
来
の
考
え
方
も
そ
の

背
景
に
あ
る
と
言
わ
れ
、
住
宅
の
敷
地

内
に
設
置
さ
れ
な
い
こ
と
も
多
い
。

　
野
外
排
泄
は
女
性
に
と
っ
て
危
険
を

伴
い
、
用
を
足
す
と
き
に
性
的
暴
力
事

件
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

い
。
そ
の
た
め
自
己
防
衛
と
し
て
、
近

所
の
女
性
で
集
ま
っ
て
人
目
の
少
な
い

夜
明
け
前
に
集
落
の
外
で
排
泄
し
て
い

る
例
も
多
い
と
い
う
。
排
泄
を
1
日
1

回
し
か
行
わ
な
い
こ
と
も
心
身
の
ス
ト

JICAはインドに対して、ガンジス川（支流のヤムナ川を含む）流域に約1,000基の公衆トイレを設置
するなどの協力を続けている。

消化槽の施工風景。資材の大半は現地調達が可能なため設置コスト
も低い。

トイレに女性が常駐
して維持・管理を行
う予定となっている。

ジェンダー
笑顔で明日を生きる

特集

1965年創業の大成工業は、管工事業、水
道施設事業、浄化槽の販売・施工・維持管
理などを行う。三原さんは、「この事業はTSS
設置時の水質調査などに『日本環境衛生セ
ンター』、コンサルティングに『オリジナル設
計』と『イースクエア』、それに地元米子市の
協力も得て進めています。皆さんやJICAの期
待に応えられるよう成功させたい」と話す。

代表取締役
三原博之（みはら・ひろゆき）さん

ムザファルナガル市の大学では学生寮の生活排水をTSSで処理する計画
が進んでいる。測量は土木部の学生が授業の一環として手伝った。施工に
関するアドバイスをするのはTSS事業部長の松本安弘さん（写真右中）。

ソロモン諸島でも導入。土壌処理装置の上に植栽すると、処
理水によってよく育つ。ニチニチソウが咲いた様子。 環境配慮型トイレの

導入にかかる普及・実証事業
（2018年6月～2021年1月）

案件名

大成工業（鳥取県）提案企業

文⃝光石達哉

安心と
雇用を生む
公衆トイレ

自立・
社会復帰

被害者
の保護

加害者
処罰 予防

規制緩和や外資の活用によって経済
が伸び、人口も増加している。一方、生
活面では都市部の下水管接続率は3割
にとどまり、下水処理能力を超える汚水
が排出されるなどの問題を抱えている。

India

国名  ：インド
首都 ：ニューデリー
通貨 ： ルピー
人口 ：12億1,057万人

（2011年国勢調査）
公用語 ：連邦公用語はヒンディー語

インド

ニューデリー

トイレ

消化槽

①
③②土壌処理装置 貯留槽

遮水シートBOX
①トイレからの汚水が自然流下で
地中の消化槽に移る。自然発酵
による殺菌がされるとともに汚泥
が沈殿し、汚水が浮遊物、汚物、
処理水に分離される。

②処理水が「タフガード」に
流れ、サイホン現象と毛細管
現象によって地中に拡散し、
土壌の濾過機能と微生物に
よって浄化される。

③土壌に拡散した処理水のうち重
力浸透した水は、底面の遮水シー
トBOX内の取水管を通っていった
ん貯留槽にたまり、ここからふたた
び土壌処理装置へ戻される。

環境配慮型トイレTSSの仕組み

［断面図］ TSSの心臓部と言える
のが「タフガード」。処理
水を土壌に拡散する機
能を持ち、本体は土壌
の中でも腐食しにくく半
永久的に使用できる。
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